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どんなきき方がいいかな？？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月２９日（月）に保健集会がありました。今年の保健集会のテーマは「きくこと」につ

いてでした。話し方だけではなく、「きき方」によっても、相手が受ける印象が違います。そ

のことを、保健・体育委員のミニ演劇を見て考えたり、それを自分たちで再現したりしなが

ら（ロールプレイング）考えました。 

 作業をしながらのきき方だと、「本当に話を聞いてくれているのかわからないし、話したく

なくなる」と感じたようです。顔を向き合わせてのきき方だと、「しっかり聞いてくれている

なと感じて話しやすい」と感じたようです。やっぱり話をしたり、きいたりするときには、

相手と向き合うことが大事なんですね。５年生全員が、そのことに気付くことができてよか

ったです。 

 最後は、○○先生が「きく」という漢字について話してくれました。『聞く』は「雑音も含

め、耳全体に入ってくるすべての音をきく」という意味を持っているそうです。『聴く』は「注

意して耳にとめてきく」という意味があるそうです。「『聴く』には耳と心が入っているよ。

だから、耳と心をつかって聴くってことだね」と○○先生が話してくれたとき、「なるほど！」

と、５年生が納得していました。納得したからには実行しようと、保健終了後から聴く姿勢

を意識しています。 
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